
、

クラシックの殿堂、紀尾井ホールで再び「ジャズの源流をたどる旅」

「ビッグバンドの時代～スウィングしなけりゃ意味ないね～」
特別編成の外山喜雄とセインツ＆守屋純子率いる紀尾井ジャズオーケストラ

前年末に続き、昨年末の１２月２３日（祝）、東京・千代田区の紀尾井ホールでジャズの源流をたどる旅Ｖ

ｏｌ.2 として外山喜雄とデキシーセインツらを迎えた公演「ビッグバンドの時代～スウィングしなけりゃ意味な

いね～」が今回も８００席、ホール満員のお客さまを迎えて開催された。ジャズコンサートとはいえ、観客の

６～７割は、同ホールおなじみのクラシックファンだったとかで、前売り券は発売早々に即完売、期待の大

きさが知れたが、ジャズの魅力を存分に発揮した熱演が続き、期待にたがわず聴衆を魅了した。

主催：公益法人 新日鉄住友文化財団、協賛：新日鉄住金ソリューションズ株式会社

日本ルイ・アームストロング協会 (ワンダフルワールド･ジャズ･ファウンデーション＝ WJF) ２０１７年１月発行

〒279-0011 浦安市美浜 4-7-15 WJF 事務局 TEL:047-351-4464 FAX:047-355-1004 Email: saints@js9.so-net.ne.jp

ホームペ－ジ http://members3.jcom.home.ne.jp/wjf/
発行人 代表・外山喜雄 編集長・山口義憲 編集・小泉良夫

               日本ルイ・アームストロング協会

    ワンダフルワールド通信 No.92

（写真上）外山喜雄とデキシーセインツの特別編成ビッグバンド、（同下）守屋純子と紀尾井ジャズオーケストラ
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１９２０年代後半１９３０年代、シカゴにわたったビッグバンド全盛時代にスポット

ＮＹカーネギーホールでのグッドマンの譜面も手に入り熱演再現！
禁酒法時代に大流行した圧巻のエンターテインメント、チャールストンダンスも蘇る

バンドに欠かせないスウィング感はサッチモの影響

「レッツ・ダンス」「その手はないよ」のメドレーで開演

午後４時開演。今

回も超ベテラン、露木

茂さん（元フジテレ

ビ・アナウンサー）の

司会で幕を開けた。

大好評を博した前回

「ニューオリンズ・ジャ

ズ素晴らしきサッチモ

の世界」に続く「ジャ

ズ源流の旅」第２弾。“日本のサッチモ”外山喜雄さんがま

ず招かれてステージに上がり、お二方でジャズ談義(写真

上)。ジャズがシカゴ、ＮＹにわたってビッグバンドが生まれ、

ダンスと結びついた１９２０年代後半から１９４０年代、グレ

ン・ミラー、ベニー・グッドマン、デューク・エリントン、カウン

ト・ベーシーらのビッグバンド全盛時代とビッグバンドの歴

史にスポットがあてられる。「アメリカはなんでも大きいもの

が好きなんですねえ。ジャズも、車も、トランプさんみたい

に人間も…」と露木さん。「そのビッグバンドにはスウィング

感が欠かせません。ルイ・アームストロングの影響が強い

んです」と外山さん。ジャズ評論家、瀬川昌久さんも昨年

に続き登場、サッチモがジャズに及ぼした大きな影響を強

調された。

冒頭に動画、若き日のサッチモのダイナ（１９３４年）、エ

リントン (チェック＆ダブル

チェック１９３０年）、ベイシ

ー（１９４０年頃）、グッドマン

（ハリウッドホテル１９３７年）、

グレン・ミラー（銀嶺セレナ

ーデ１９４１）の映像が大型

スクリーンに映し出される。

演奏はまず１９３８年、スウ

ィング時代を象徴する出来

事となったＮＹのクラシック

の殿堂、カーネギーホール・コンサートでもおなじみのベ

ニー・グッドマンのテーマソング「レッツ・ダンス」と「その手

はないよ」のメドレーで始まった。

そういえばここ日本のクラシックの殿堂、紀尾井ホール

は新日鉄住友文化財団が事業運営に当たっている。「ど

ちらも“鉄”ですね」と露木さん。「はい、紀尾井ホールは、

あのカーネギーホールにヒントを得て作られ、また、１９３８

年のベニー・グッドマン・コンサートに影響を受け、自主ジ

ャズ企画を始められたわけで、今回なんとか当時のグッド

マン楽団の楽譜は残っていないだろうかと探したら、これ

が見つかったんです！ 今日はまず当時の貴重な編曲の

再現で、幕を開けさせていただきます」と外山さん。

大編成のバンド演奏で往年の名曲が次々と登場

異色のダンサー、南山光徳さんと新井雅さん熱演

外山さんのビッグバンドはセインツのレギュラー、外山喜

雄(tp,vo)・恵子(p)、広津誠(cl,ts)、粉川忠憲(tb)、藤崎羊

一(b,tuba)、サバオ渡辺（（ｄｓ）、それにゲストの阿部寛

(g,bj)、大森明(as,cl)，渡邊恭一(ts,as,cl)、鈴木まさあき(tp)、

松本耕司(tb)の皆さんに２部に出演の、守屋純子バンドか

ら木幡光那、岡崎好朗（ｔｐ）、佐藤春樹 (tb)、近藤和彦

(as)、アンディー・ウルフ（ｂｓ）の５人が加わった大編成。

グッドマン・メドレーに次いでの演奏曲目は、「ワン・オク

ロック・ジャンプ」（カウント・ベイシー）、「セ・シ・ボン」（ル

イ・アームストロング）、「シュガー・フット・ストンプ」（１９２５

年のフレッチャー・ヘンダーソン）、「イエス・サー・ザッツ・

マイ・ベイビー」、「イン・ザ・ムード」（グレン・ミラー）、「スウ

ィングしなけりゃ意味ないね」（デューク・エリントン）。

「イエス・サー・ザ

ッツ・マイ・ベイビー」

では、バイオリンの

関泰子さんが加わ

って、ダンスペアー

南山光徳さんと新

井雅さんによる素晴

らしいチャールスト

ンダンスが披露され

た(写真左)。まさに１

９２０年代、禁酒法の時代に大流行した圧巻のエンターテ

インメントが蘇る。続く、グレン・ミラーの名曲「イン・ザ・ムー
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ド」では、１９３０年代一世を風靡した華麗なスウィング・ダ

ンス。そして一部の締めはコンサートのテーマともなった

名曲「スウィングしなけりゃ意味ないね」。関泰子さんのバ

イオリン・カデンツァから始まるエリントン・サウンドに会場

が酔いしれた。１９３０年公開のポール・ホワイトマン楽団

主演の映画「キング・オブ・ジャズ」の抜粋も上映され、ジャ

ズの歴史とビッグバンド時代を楽しくまたわかりやすく解説

した、ジャズ源流への旅 Vol ２の第 1 部だった。

佐藤修さん厳選のジャズ・コレクションも展示

午後５時過ぎ、２０分間の休憩。２、3 階のロビーには、日

本ジャズ音楽協会理事長、佐藤修さん（元ポニーキャニオ

ン会長、元日本レコード協会会長）の膨大なジャズ・コレク

ションの中から厳選されてきたこの日のテーマにふさわし

いLPレコード・ジャケット、映画プログラム、ポスター、書籍

などが展示され、ファンの注目を集めていた（写真上）。

クラシック「花のワルツ」をジャズに変えての名演

「シング・シング・シング」で全員によるフィナーレ

第２部は外山さんのバンドに代わって守屋純子さん率い

る紀尾井ジャズオーケストラ登場。守屋さんは、早稲田大

学「ハイ・ソサエティ・オーケストラ」で活躍。卒業後 NY マ

ンハッタン音楽院に学び、修士課程を修了し、ピアノの演

奏、ジャズの作・編曲、ビッグバンドのリーダーとして大活

躍、尚美学園大学、昭和音楽大学で後輩の指導にもあた

っているという。

この日は、国内外で活躍する第一線のアーティストで構

成された特別編成のビッグバンドを率いてデューク・エリン

トンの音楽の世界をテーマに熱演。プログラムに一文を寄

せている森田一義（タモリ）さんによると、外山夫妻所属の

「早稲田大学ニューオルリンズジャズクラブ」と「ハイ・ソサ

エティ」、タモリさんの「モダンジャズ研究会レギュラーグル

ープ」の３バンドは、春夏の休みに北海道から九州まで全

国を回って、各地の市民ホールをどこも満杯にしたという。

司会の露木さんも早稲田の学生時代、これらのバンドのス

テージでよく司会をされていた。

さて紀尾井バンドのメンバーは、守屋純子(p＝写真下の

左 )、佐久間勲、

木幡光邦、奥村

晶、岡崎好朗（ｔ

ｐ）、佐野聡、佐

藤春樹、東條あ

ずさ(tb)、山城純

子（ｂｔｂ）、近藤和

彦、緑川英徳(as)、

岡崎正典、吉本

章紘(ts)、アンディー・ウルフ（ｂｓ）、納浩一(b)、広瀬潤次

(ds)、岡部洋一(perc)の１７人編成。演奏曲目は「A 列車で

行こう」（デューク・エリントン）、チャイコフスキーの「くるみ

割り人形組曲」より序曲「花のワルツ」、「デュークに捧ぐ」

(守屋純子オリジナル、初演)、ソロで「プレリュード・トゥー・

ア・キス」、そして「キャラバン」（デューク・エリントン）。

この「花のワルツ」は、この公演に先立つ１１月３０日、紀

尾井小ホールで開催された「外山喜雄＆守屋純子による

ジャズ講座」(司会：山口真一・新日鉄住友文化財団制作

部長)で、守屋さんによってデューク・エリントンらによる著

名な編曲が次々と披露されたこともある。クリスマス、そし
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てクラシックの殿堂での公演にふさわしい曲目となった。

「キャラバン」が終わると、外山夫妻、セインツ、ゲストミュー

ジシャン、ダンサーら全員がステージに登場し、壮大なフ

ィナーレ「シング・シング・シング」が聴衆を飲み込んだ（前

ページ写真下） 。終わって全員が再びステージに戻って記

念撮影となりました（写真上）。        （小泉良夫）

次はカウント・ベイシーをテーマに開催予定

コンサート終了後、興奮さめやらぬ楽屋で出演者およ

びスタッフの打ち上げ。紀尾井ホールの山口真一さんに

より「お疲れさまでした！成功裡に終了しました！」と乾杯

の発声。その後、山口さんに今回のコンサートと今後につ

いてインタビューをお願いしました。「今回のジャズコンサ

ート、８００席のチケットは完売でした。約７割がクラシックフ

ァンのお客様でしたが、コンサートを大変喜んで頂けまし

た。来年度もカウント・ベイシーをテーマに開催予定です」

とのコメントしていただいた。    （山口義憲記）

寺島祐二さんから感動のコメント

山口義憲さんの友人、寺島祐二さんからコメントをいた

だきました。

「一言でいうと予想を超える楽しさを味わいました。外山

さんの演奏を聞くのは実質的には今回初めてだったと思

います。黒人ジャズのスイング感を示した最初の外山さん

のサッチモ風スキャットで鳥肌がたちました。100 年近いジ

ャズの歴史を超えてサッチモを通じなお源流を極めようと

いう外山さんが輝いている印象を持ちました。これに対し

て守屋さんはカウント・ベイシーとデューク・エリントンの違

いを一言で言

い表した末、自

らは混沌たる

（？）デューク

にこだわり、さ

らに新しいジャ

ズを切り拓こう

としているよう

に思いました。

かっこよく迫力

がありました。

ということで、こ

のコンサート自

体がジャズの

源流を遡る流

れとずっと流れを下る二つの流れからなっており、その構

成も見事なものでした」

（写真上）外山夫妻。昨年は「夫婦でジャズ５０年」やら、この

紀尾井コンサートやら本当にご苦労様！ （同下）乾杯！外

山さんを囲んで守屋純子さん（左）と山口真一さん（右）
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＜お礼の言葉＞  昨年に続き、今年もクラシックの殿堂紀尾井ホール初の主催ジャズ企画となった「ジャズ源流への

旅」第２弾を担当させていただきました。歴史は巡ってスウィング全盛時代。ビッグバンドの名曲と歴史、そしてデューク・エ

リントンと若い世代の新しい感覚のビッグバンドがテーマとなりました。第２部の守屋純子さん指揮の紀尾井ジャズオーケ

ストラには、守屋さん始め、モダンジャズ界ビッグバンド界で活躍される皆さんが参加。出演総勢３３名、第一部の私達のス

ウィング・ビッグバンドにもお手伝いをお願いした皆さんからも大変楽しかったというご感想をいただきました。ロビーでは

今年も、佐藤修さんの貴重なジャズ資料の展示も開催して頂きお客様からも素晴らしいコンサートだったというご感想をい

ただきました。このような企画を昨年に続き担当させて下さった紀尾井ホールのご担当部長山口真一さん（現総務部長）、

小林昌幸マネージャー、公益財団法人 新日鉄住金文化財団常務理事町田龍一様他の皆様に心からお礼を申し上げま

す。

２２年前日本ルイ・アームストロング協会が発足し、次のような夢を抱いたのを想い出します。『サッチモの精神のもとで、

ニューオリンズ・ジャズからスイングジャズそしてモダンジャズまで、プロもアマチュアも、全てのジャズ・ミュージシャン達が

集う』。昨年の紀尾井ホールには早稲田大学ニューオルリンズジャズクラブが参加、そして今年はモダンジャズ界の皆さん。

昨年今年と司会をご担当下さった露木茂さん、ゲストの瀬川昌久先生、長年演奏を共にしているデキシーセインツのメン

バー、粉川忠範、広津誠、藤崎羊一、サバオ渡辺各氏、サッチモ祭を続け、日本ルイ・アームストロング協会の例会でジャ

ズの歴史に取り組んできた、そんな私達を、応援し見守って下さったＷＪＦ会員、ジャズファン、ご支援くださっている皆様

に心より感謝いたします。                                                ──外山喜雄

            

  紀尾井クリスマスコンサートのお客様から 「独楽吟」１６首  

この紀尾井ホールでの公演当日、会場で耳を傾けていらした阿部毅一郎さんから紀尾井ホール、山口真一さん

のもとに下記の素晴らしい「独楽吟」が寄せられてきました。

たのしみは 今日は 4時から クリスマス ジャズコンサートに 妻と行くとき・・・・たのしみは 二階一列 中央の 一等席で

ジャズを聴くとき・・・たのしみは 先日講義を した二人 ビッグバンドを 率いて出るとき・・・たのしみは スウィングしなけ

りゃ 意味ないね ジャズの源流 たどって行くとき・・・たのしみは ベニー・グッドマン メドレーは なじみの曲の パレー

ドのとき・・・たのしみは 学生時代の DP の 懐かしい曲に 夢心地のとき・・・たのしみは 2 部はデューク エリントン こ

っちもなじみの 曲並ぶとき・・・たのしみは 「A 列車で行こう」は 地下鉄で ジャズの聖地の ハーレムへ行くとき・・・

たのしみは 映像フルに 活用し ジャズの歴史 回顧するとき・・・たのしみは シカゴ時代を 中心に ビッグバンドの

ジャズを聴くとき・・・たのしみは ジャズは乗らなきゃ 意味ないね なじみの曲に 乗りまくるとき・・・たのしみは プロダン

サーが チャールストン 舞台狭しと 繰り広ぐとき・・・たのしみは デュークへ捧ぐは 守屋（純子）作 自ら初演の 指揮

を執るとき・・・たのしみは 大音量の トロンボーン 初めて生で 聴く気するとき・・・たのしみは 金管楽器が それぞれ

の 個性豊かに 絶叫するとき・・・たのしみは 踊りだしたく なる気分 抑えて体を 揺すって聴くとき

石井一・佐藤修両氏による

日本ジャズ音楽協会が発足

１９５３年ＪＡＴＰの来日を実現させ、日本のジャズブーム

の火付け役となった当時の日

本マーキュリー（株）社長、石井

廣治氏を父に持つ元国土庁長

官、石井一氏（写真右の左）が、

日本人ジャズ演奏家の功績を

広く伝えようと、２０１６年９月１日、

一般社団法人日本ジャズ音楽

協会を設立した。ジャズを通じ

て日本文化発展に貢献した「ジ

ャズ・ミュージシャンも褒章の対

象にすべき」等の運動を展開し

てゆく。また、サッチモとジョージ・ルイスの世界的コレクタ

ーとして知られる、元ポニーキャニオン社長、同日本レコ

ード協会会長の佐藤修さん（ＷＪＦ賛助会員＝写真下の右）

が理事長を務め、日本レコード協会、ユニバーサル、ソニ

ー、ワーナー他各レコード会社、ミュージック・ペンクラブ・

ジャパン、日本ジャズ協会２１、横浜

ジャズ協会 21、日本楽友会が協賛

団体に名を連ねている。２０１６年度

は、１９７９年より日本唯一のジャズ

機関誌「ジャズワールド」を発行し、

日本ジャズ界に大きな貢献を続けて

いるビブラフォン奏者、内田晃一氏

に１２月１６日文化庁長官賞が贈ら

れた。
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“ジャズの王様” ルイ・アームストロングの功績 Ｖｏｌ.1

スイング感と“ジャズ語”を世界に教え後世に伝える
                                ━━━━外山喜雄

スイングしなけりゃ意味がない

最近、音楽を愛好するアマチュアバンドのミュージシャ

ン達がジャズに夢中だ！ 日本中に大学高校のビッグバ

ンド、おじさん世代の社会人バンド、宮城県気仙沼のスウ

ィング・ドルフィンズのような小学生や中学生のジャズバン

ドも数多い。ジャズがこのように小学生から若者、おじさん

達までを虜にする理由、それはジャズという音楽の持つ自

由さと、体が揺れてくるようなジャズのスイ

ング感の楽しさではないだろうか！！

ジャズの巨人といわれるデューク・エリン

トンは１９３１年、“スイングしなけりゃ意味が

ない＝It Don’t Mean A Thing If It Ain’t 

Got That Swing”という名曲を書き、ジャズ

の本質を見事に言いあてた。今から“８０

年”も昔の事だ

マイルス曰く “もしルイがいなかった

ら、私は何もできなかったと思うね”

１９００年頃、アメリカ南部の街ニューオリ

ンズで生まれたジャズは、当年とって約１０

０歳。初期のラグタイムからデキシーラン

ド・ジャズ、スイング・ジャズ、ビーバップ、

モダンジャズ等々と様々にそのスタイルを

変化させてきた。そして、いつの時代にも

ジャズには楽しいスイング・ビートがつきものだった。

このスイング感はどうやって生まれたか。実は、サッチモ

の愛称で親しまれたトランペッター、ルイ・アームストロング

と彼の故郷ニューオリンズの街が、このスイング感の誕生

に深く関わっている！！

マイルス・デビスはルイ・アームストロングについてこう言

っているのだ。

『もしルイがいなかったら、私は何もできなかったと思う

ね。ラッパを吹いたら、必ずルイがやった何かが出てくる。

そんな具合なのさ』

ジャズの表現方法には、一番大切な“スイング感”の他

にも物憂い“ブルーノート”や自由な即興演奏“アドリブ”、

楽器をうならせる“グロウル”、音を激しく揺らす“シェイク”

等数多くの表現がある。言ってみれば“ジャズのＡＢＣ”、

“ジャズ語”だ。ジャズ創世期だった１９２０年代に、この“ジ

ャズ語”を作った人こそ、何を隠そう今日紹介するジャズの

王様ルイ・アームストロングなのだ。

世界にジャズでスイング

することを教えた男

若いプレイヤー達に憧れ

のジャズマンを尋ねると、マ

イルス、コルトレーン、パー

カー、ロリンズ、ベイシー、エ

リントン…。でも、チョット待っ

て下さい、皆さん！ 誰か一

番大事な人を忘れていませ

んか！！！

ルイ・アームストロングは、

１９０１年ジャズの故郷ニュー

オリンズのスラムに生まれ、

ニューオリンズの黒人スラム

の音楽に囲まれ育った。１９

００年頃、この街でジャズを

芽吹かせたパイオニア達のスイング感やジャズ感覚を、世

界に通用する“完成品”に造りあげ、１９２０年代シカゴやニ

ューヨークに出て脚光を浴びた。ニューオリンズ仕込みの

サッチモの斬新なスイング感がきっかけとなってアメリカの

ジャズブームが大きく膨らみ“世界中の音楽がスイング”し

始める。世界の数億の人口がジャズに酔うのだからスゴイ。

影響はポピュラー音楽からクラシックの分野にまでにおよ

び、音楽のみならず“ジャズエイジの到来”と形容されるよ

うに、ジャズは社会のあり方にまで大きく影響し社会のスタ

イルまでをも変えていったとも言われている。

黒人差別が過酷だったあの時代に、南部の田舎町のス

ラム出身の黒人がスラムの音楽で世界を変えた。初期の

タイム誌の表紙になったサッチモ（１９４９年２月２

１日）
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ジャズの歴史は､とてつもないロマンに溢れている！

ストレート・メロディーを楽しくスイングして吹く、これ

が出来たらジャズは１００倍楽しくなる！！

ルイが登場して世界中がスイングした頃、ジャズはだれ

でもが楽しめる音楽だった。１９４０年代以降ビーバップや

モダンジャズの登場で、ジャズはある意味で進歩したが、

難解で技巧的になった。誰もが楽しめる“スイング感”より

も、プレイヤーの能力や技巧、過度に“芸術”を意識する

姿勢が強くなり、一般の人々の支持を失ってしまったのは

チョット残念なことだ。

僕は昔から、古き良き“黄金時代ジャズ”を追いかけてき

た。早稲田大学ニューオリリンズ・ジャズクラブでジャズを

研究し、サッチモが１９６４年に来日したときは楽屋に忍び

こみラッパを吹かせてもらった！！ サッチモとジャズの故

郷に憧れ、卒業後就職した会社を

やめて１９６８年移民船ブラジル丸

に乗りジャズの故郷ニューオリンズ

へ。クラブの仲間だった家内の外

山恵子とともに５年間、ルイ・アーム

ストロングが育った街角で生活、ジ

ャズ武者修行する貴重な体験をし

た。その頃からの夢がある。数ある

スタンダードの名曲がストレート・メ

ロディーを吹くだけで素敵なジャズ

演奏になるとしたら、アマチュアジ

ャズバンドの活動も、プロ・ジャズマ

ンの演奏も、ライブのお客さんも、

もっともっとジャズを楽しめるのではないだろうか。私達の

ニューオリンズでの体験を元に、そんなお手伝いが出来

たらと思ってきた。

サッチモはニューオリンズで音楽家としてスタートを切っ

た若き日、師匠のキング・オリバーやオールドタイマー達

からこんな忠告を受けている。

『メロディーを忘れてはいけないよ。メロディーをストレー

トに吹いてスイングさせられれば、それが一番さ』

難しいフレーズやアップ・テンポのフレーズ、１６分音符

のスケールばかりがジャズじゃない！！ スイングするリズ

ム、その“スイングのこつ”をつかむことこそ、ジャズを自由

に楽しく、気楽にエンジョイする秘訣、そんなことを、ルイ・

アームストロングのジャズから皆さんに感じ取っていただけ

れば幸いだ。

少年院で始めて手にしたコルネット

ルイが始めて楽器を手にしたのは１１歳の時だ。ニュー

オリンズは、人種のるつぼといわれるほど多様な人種と､そ

の音楽に満ち溢れていた。そんな街で、アフリカの血の濃

い黒人達の強烈なリズム感とヨーロッパ等から来た移民達

の豊かな音楽と出会ってジャズが誕生したのである。黒人

スラムの教会はジャズっぽい手拍子とゴスペルで建物が

シェイクするほどスイングしていた。スラム街に溢れるブル

ース感覚。また、黒人達の間にはジャズ葬式の伝統も育っ

ていた。１０人編成くらいのブラスバンドが讃美歌を演奏し

墓場まで行進。でも葬式が終わると“もうこの世の苦しみは

終わった！祝福しよう”とばかり、葬式を“楽しみに”集まっ

た黒人の群衆と共にジャズに合わ

せ踊りまくりながら帰って行く。あの

有名な“聖者の行進”も、葬式の帰

りのジャズで演奏された曲だった

のだ。この伝統の葬式を何度も体

験した私は、そこにジャズの持つ

爆発するようなスイングと歓喜の源

がある事を確信した。差別を受け

ていた黒人達が天に召され解放さ

れる。自由の歓び、開放感、天に

捧げる歓喜の叫びが込められたジ

ャズの感情表現…そんなジャズの

今までにない魅力が世界を虜にし

たと思っている。

そんなニューオリンズのブラスバンドに憧れ、くっついて

歩いていたルイ少年は、貧乏で楽器を買うことなど出来な

かった。彼は子供の頃から歌が得意で、４人組のボーカ

ル・カルテットを子ども達で作り繁華街を流して歩き小銭を

稼いでいた。１９１２年、１１歳の大晦日、父親のピストルを

クラッカー変わりに発砲して逮捕され少年院に。そこで子

ども達のブラスバンドに入れてもらい始めてコルネットを手

にする。そして彼の才能が大きく花開くのである。

ルイ・アームストロングの発明した“ジャズ語”

少年院を出る頃には、ルイは師匠として尊敬していたキ

ルイ・アームストロングに大きな影響を与えた師

匠ジョー ‘キング’オリバーとサッチモ ２番目の

奥さん ピアニストのリル・ハーデン
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ング・オリバーのようなニューオリンズの先輩ジャズマン達

のジャズ感覚を吸収し、素晴らしい“ジャズ語”の数々を生

みだし才能を開花させ始める。１９２２年シカゴで人気が出

ていた師匠キング・オリバー楽団のセカンド・コルネット奏

者として北部に行き、彼の天才的“スイング感”と“ジャズ感

覚”がミュージシャンの間で一大センセーションとなるので

ある。１９２４年にはニューヨークの人気バンドだったフレッ

チャー・ヘンダーソンの１０人編成くらいのスモールフルバ

ンドで演奏。ルイの持ってきたスイング感の影響でバンド

は一夜で様変わり、ヘンダーソンやメンバーのドン・レッド

マンは後年のスイング時代、ベニー・グッドマン楽団の重

要アレンジャーとして活躍、シング・シング・シング等の名

演の編曲で大きな影響を残した。

１９２５年シカゴに戻ったルイは、黒人大衆向けのレコー

ドを作っていたＯＫｅｈレーベルにルイ・アームストロングと

ホット５、ホット７として多くのレコードを残し、この時代のル

イのアイデアが、“ジャズ語”として後のジャズに大きな不

滅の影響を与えた。だからマイルスは言うのだ。『ラッパを

吹いたら、必ずルイがやった何かが出てくる』と。

模倣から始まるジャズ・スタイルの継承

ジャズの歴史たどると、全てのジャズの巨人達がスタイ

ルの模倣からスタートしている事に気づく。アイドルとした

憧れのプレイヤーと区別が付かないほど模倣したところか

らスタートして、後に自分独自のスタイルに到達している。

若き日のルイは、師匠のキング・オリバーと１９２３年に初レ

コーディングをしているが、全く区別が付かないほど師匠

にそっくりである。ルイのそっくりコピーだったロイ・エルドリ

ッジ、そしてロイのそっくりコピーだったディジー・ガレスピ

ー…とサッチモの伝統は受け継がれていく。

もともとジャズはクラシック音楽と全く対照的なところから

生まれた。生まれは王侯貴族のサロンではなく黒人ゲット

―。育ちはコンサーバトリーや音楽院ではなくスラムの教

会のゴスペルやジャズ葬式。演奏場所は王侯貴族の劇場

ではなく場末の酒場。演奏中息を殺して聴く必要はない。

叫び声、手拍子、踊り出す者、聴衆が参加も自由。そんな

ジャズの生い立ちが世界を魅了した重要な要素だ。スラム

の街角の教会やジャズ葬式の音楽から生まれたジャズは、

そんな生い立ちの影響を受け、スラム街の隣人達のおじさ

ん達、おばさん達の歌う歌い方の憧れ、その伝統を継承

しスラム街の文化に同化していく中から生まれ育ってい

る。

ルイのレコードをすり切れるほど聴いてほしい

ＳＰレコード、ＬＰレコードの時代、何度も聞いてソロを覚

えたりすることを、レコードがすり切れるまで聞くといったも

のだ。レコ

ード針が盤

の上をこす

るから、何

百回もかけ

ると盤がす

り切れる。

私も、すり

切れるまで

かけたレコ

ードが何百

枚もある。Ｃ

Ｄの時代も

終焉を迎え、

今やパソコ

ンの音ファ

イルやデー

タになった

時代、何度

聴いてもすり切れなくなってしまい“すり切れるまで聴く”は

死語となった！ ジャズのスイング感などのような感覚は、

なかなか文章や譜面では表現出来ないところがある。サッ

チモが確立したジャズのスイング感、ジャズのテクニックの

数々を体得して、自由にジャズを演奏するこつを身につけ

るには“すり切れるほど聴いて覚える”こと。また、そうした

レコードから、自分で“譜面を起こす”、さらにそっくりに吹

ける、弾ける、様になることが不可欠だと思う。そうした努

力を永年続けていけば、格段に自由なジャズ感覚を皆さ

んに身につけていただくことが出来ると思う。ルイだけでは

ない、世界を熱狂させた黄金時代のジャズ、その名プレイ

ヤー達を“すり切れるほど”聴いてスタイルを盗もう。それ

が、皆さんに自由なジャズ感覚を磨いていただくための、

私の永年の経験から得た提言だ！！！  

   （次号に続く）



9

  サッチモ讃歌  

サッチモには多くの顔があります。・・・・ジャズの王様、エンターテイナー、ハリウッドスター…サッチモの大ヒットハロードー

リーを聞き見た人はエンターテイナーとしてのサッチモを感じることでしょう。ワンダフルワールドからは“愛の精神の伝導師”

でしょうか。でも、偉大なクリエイター、ルイ・アームストロングはもっともっと、それだけでは収まらないたいへんな顔をも持って

いるのです。若き日のサッチモは世界のジャズをリードした牽引車、ジャズを創ったその人だったのです。ジャズ界、音楽界そ

の他、偉大なサッチモを賛美する言葉は、限りがありません！！！                      （外山喜雄）

レナード・バーンスタイン

彼の音楽はリアルで、真実で、正直で、シンプル、そして気高くもあります。彼がトランペットを口に当てるとき、それが

三つの音を練習するときでさえ、心の底からから音を出すのです。

マイルス・デイビス

もしサッチモがいなかったら、私は何もできなかったと思うね。ラッパを吹いたら、必ずルイがやった何かが出てくる。そ

んな具合なのさ。

プレイボーイ・マガジン

２０世紀で一番偉大なバンドはと聞かれたら、それはルイ・アームストロングのホット５と、引き続き完成度をましたホット７

だ。ビートルズは足下にも及ばない。この二つのバンドは、ポピュラー音楽の進路を変えたのです。

ニコラス・ペイトン

スタイルに関係なく、どんなに私達がモダンになっても、彼は私達全員の父です。その影響を避けることは出来ません。

１９２０年代、３０年代に彼がやったことで、現在でも出来ないことがいくつもあるのです。

ケン・バーンズ

音楽におけるアームストロングは、物理のアインスタイン、旅行におけるライト兄弟です。

デューク・エリントン

誰がミスター・ジャズかと聞かれたら、それはルイ・アームストロングだった。彼こそジャズの権化。私は彼をアメリカの典

型（アメリカン・スタンダード）、アメリカの独創（アメリカン・オリジナル）と呼びます。

ビング・クロスビー

ルイの精神的な息子とも言えるウィントン・マルサリスは、ポップスはジャズのトーマス・エジソンにたとえ、ルイと同じ世

紀に生きているだけで嬉しい、こう言っています。私も誇り思って、サッチェルマウス尊師のお陰を認めたいと思います。

彼はアメリカの音楽の始めと終わりなのです。

レナード・フェザー

アメリカ人は無意識のうちに、日常生活の一部を、サッチモが建てた家で暮らしている。

ルイ・アームストロング  
♪「美しい音楽といえばネ、一度ニューオリンズの葬式を見てほしいもんだ。ジャズ葬式で演奏するオンワード・ブラスバン

ド…。まるでオペラの歌手が心をこめて歌うように、悲しさや美しさを、心から音にこめるのさ。いろいろな評論家がね、私のミュ

ージックのスタイルは何スタイルか、なんて議論をしているけれど、私はいつも、ニューオリンズのスタイルをやっているのさ。

トランペットを吹くとき、歌を歌うとき、目をつぶるとニューオリンズの風景や、私の師匠のジョー・キング・オリバーのラッパのフ

レーズが浮かんでくる……。私は、それをやっているだけなんだ」♪

♪「私は、自分の出来ることをひけらかして自分の才能を証明しようなんて、思ったこともない、ただ、目の前にいる人々の

為にグッド・ショーをしたかっただけさ。私の人生はいつも音楽だった。いつも音楽が最初。でも、音楽は一般の人々に理解さ

れなければなんの価値もない。お客さんの為に生きる、それがニューオリンズのオールドタイマー達から私が学んだ事さ。い

つもこう言い聞かされたんだ、メロディーを大切にってね。“人々に喜んでもらうため”にあなたがいるのさ。」♪

♪「ハロー・ドーリー"と唄うやいなや、いつもそこには誰か“イヤッー！”と言う人がいるのさ。昔、ニューオリンズを発った時、

オールドタイマー達が、私にこんなはなむけの言葉をくれたのを思い出すよ。“いいかい、あの人々の前にいつも居なきゃダ

メだよ。大衆をよろこばせるんだ”。イエス! 私は彼に大賛成。肝心なのは聴衆のために生きることなんだ。聴衆のために私た

ちがいるんだから…」♪

♪「私が言いたいのはね、何も人々の所へ行って、彼らを叩き起こして、“わかる、この音楽は芸術なんですよ”なんて大声

で言うような事はしちゃいけないって事なんだ。それはアートに違いないサ。なぜかって、ニューオリンズで始まった私達の音

楽を世界が認めてくれたんだから。アートじゃなかったら今頃は死んで消えてしまっているヨ。でもね、アートなんて事につい

て語るのは評論家とか、他の人達に任せておけばいいサ。 なぜかって？私達がそれを演っていた時は、私達はただあのス

テージの上で働いているのが楽しかっただけなんだ。」♪
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「サッチモ・サマーフェスト２０１６ シンポジュウム・リポート」
━━古川 博（京都市、会員）

                                  

私は昨年も「サッチモ・サマーフェスト２０１６」に行きたいと思い、ニューオリンズに行ってとても良かった。今回の主たる

目的はレセプションとサッチモ・シンポジュウムへの参加であった。８月４日夕方、オープニング・コンサートに続き８時から

レセプション・パーティーで顔なじみの有名人ばかりで大いに語り、多くの写真を撮り、暖かく迎えられた。

サッチモ・シンポジュウムはジャズライブと同じく８月５日～７日の３日間、近くの劇場で開催された。私は３日間で人気の

主なセミナーはすべて参加したが、今回はその中の一つをリポートする。

コグスウェルＬＡＨＭ館長ガ「ルイと聖書」語る

バチカンでのルイ夫妻とローマ法王接見秘話

ルイ・アームストロン

グ・ハウス・ミュージアム

館長、マイケル・コグス

ウェル氏の Louis and 

the Good Book「ルイと

聖書」のセミナーは８月

６日３時半から始まっ

た。

最初に流れた曲は

「誰も知らぬこの悩み」、この曲はデッカ盤 LP「ルイと聖書」

（写真右下）の一曲目である。コグスウェル氏は最初にルイ

はバプティストだと述べた。続いてルイ・アームストロング・

ハウスの３階にある「お祈り

の場所」の

写真を見せ

た。私はＮＹ

サッチモ・ハ

ウスを８回訪

問して微か

に記憶して

いるが 、い

つもガイドは

簡単に過ぎさる場所だ。ここは敬虔なクリスチ

ャンであるルシール夫人がお祈りのために使

用した場所で小さなキリスト像やマリア像が壁

ぎわに多く飾られている。ルシールがお祈りの

時、膝をのせていた低い台がある。アームスト

ロングが４度目の結婚したルシールはＮＹ中

流の古風で堅実な家庭、安定した生活を身に付けていた。

お祈りをするルシール夫人はルイ・アームストロングが必

要としていた安定感を与えたと言われている。

続いてコグスウェル氏はアームストロング夫妻のバチカ

ンでの写真を見せた。アームストロング夫妻は１９６８年２

月７日バチカンを訪問、ローマ法王と接見した。その時の

写真を２カット紹介する。（サッチモと法王＝写真下の中央、法

王とアームストロング夫妻＝同下段）

会場に流された「ルイと聖書」、９曲追加の新ＣＤ

休憩時間のＢＧＭは名曲「ケンタッキーの我が家」

アームストロング

の「ルイと聖書」は

サイ・オリヴァー合

唱団と共に演奏し

たＬＰアルバムで

ボーカルが多く、

学生時代になんと

なく買って５０年前

の私には難しく、ほと

んど聴いていなかった。今回、

家の棚からこのＬＰを発見し

た。

さて、新しい輸入盤ＣＤで

「ルイ・アームストロングと聖書」

（写真左上）を紹介したい。これ

は「ルイと聖書」ＬＰ１２曲と共

に哀愁に満ちた９曲が追加さ

れた構成だ。この９曲の中で

特筆すべきは「懐かしの南部

よ」と「ケンタッキーの我が家」

の２曲が素晴らしい。今回は

特筆の２曲からＢＧＭとして会

場に使用された１曲について

リポートする。

今年のシンポジュウムで３日間、各セミナーの休憩時間

にＢＧＭとして流れていたのがサッチモの「ケンタッキーの

コグスウェル氏（右）と筆者
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我が家」である。あまりに耳慣れたフォスターの名曲だが、

サッチモの強烈な演奏に飛行中、帰国してもずっと私の

頭に残り強烈な印象を受けた。その音源を調べて行くとい

ろいろの発見で大きく関連していることが分かった。

最新のＣＤにも「ルイと聖書」などが挿入されている

サッチモの優れた才能とアイディアが展開の大作！

このサッチモの「ケンタッキーの我が家」は「サッチモ・プ

レイズ・キング・オリバー」アルバム中の代表曲として入っ

ている。昨年の輸入盤Ｃ

Ｄ「サッチモ・音楽自叙伝

と２クラシック・アルバム・

プラス」Ｐａｒｔ2（写真右）に

「サッチモ・プレイズ・キン

グ・オリバー」と「ルイと聖

書」のアルバムが挿入さ

れた、米国アームストロン

グ研究界での組み合わ

せだ。

「ケンタッキーの我が家」は米国人なら誰でも

知っている名曲だが、サッチモはこの曲を完全

にジャズにしてオールスターズと共に壮大な演

奏で素晴らしいジャズにした。この演奏にはサッ

チモの優れた才能とアイディアが展開されて聴く

人の心を感動させる。

「最初はルイのトランペット～クラリネット～ル

イ・ボーカル～ベース＆ピアノ～全員で合唱～ト

ロンボーン～ルイ・トランペットの高音」というル

イ・アームストロングとオールスターズの実力を惜しみなく

発揮した素晴らしい大作になりサッチモ・ジャズを堪能で

きる。

注目の「サッチモ・プレイズ・キング・オリバー」

ＬＡＨＭがその制作記録１６ｍｍフィルム取得

それではなぜルイの「ケンタッキーの我が家」を休憩時

間のＢＧＭに使用したかという背景を考えてみる。これに

はルイ・アームストロング・ハウス・ミュージアム（ＬＡＨＭ）

の存在がある。ＬＡＨＭの機関誌「ディッパーマウス・ニュ

ース」があり、昨年もシンポジュウム会場に「ディッパーマウ

ス・ニュース」２０１６春号が置かれていたが、その表紙に

「サッチモ・プレイズ・キング・オリバー」アルバムの写真が

掲載されている。（写真右）ピンクの半袖シャツにカラー・コ

ンビの靴とカジュアルな装いのお洒落なサッチモである。

この表紙の背景を調べていくと、サッチモがロサンゼルス

でレコーディングした１９５９年秋、このサンタモニカ・スタジ

オでのアルバム制作記録１６ｍｍフィルムが残されており、

ＬＡＨＭが５７年ぶりにこの３３分記録フィルムを取得した。

この記念アルバムにスポットライトを当てた「サッチモ・プレ

イズ・キング・オリバー」からは新輸入盤ＣＤの二つにアル

バムの代表曲として「ケンタッキーの我が家」を挿入したと

考える。

輸入盤ＣＤ「サッチモ音楽自叙伝」Ｐａｒｔ１（写真下中央）

のブックレットにＬＡＨＭのルイ・アームストロング研究家リ

ッキー・リカルディー氏が書いていることも付記しておく。

彼はＬＡＨＭの「ディッパーマウス・ニュース」の編集長で

もある。ルイは１９５９年６月イタリアで心臓発作入院した

後、回復して気候の良いサンタモニカ・スタジオで「サッ

チモ・プレイズ・キング・オリバー」をレコーディング、その

後の大活躍を続けるきかっけとなったことは、サッチモ・

ファンとして今年ニューオリン

ズのＢＧＭとして流れた「ケン

タッキーの我が家」に感謝し

たい。

ルイは晩年健康上の理由

でトランペットを封印してボー

カルのみの活動となり、１９７

０年ニューポートでもボーカ

ルだけの映像がある。今年の

シンポジウムの最終日の最

後のセミナーでサッチ

モがオールスターズを

再結成してトランペット

を吹き「南部の夕暮れ」

を演奏した最後のトラン

ペット映像、１９７１年２

月２３日が初めて披露さ

れて大変驚き、感動し

た。

サッチモは最後に大

好きなトランペットを吹き

たかったのだと思う。この５ヶ月後にルイ・アームストロング

は天国に旅立った。



12

編
集
長
か
ら

紀
尾
井
ホ
ー
ル
で
の
第
２
回

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
は
ビ
ッ
グ
バ
ン

ド
・
ジ
ャ
ズ
が
テ
ー
マ
。
最
初
の

サ
ウ
ン
ド
が
放
た
れ
た
瞬
間
、

全
身
の
音
楽
細
胞
ひ
と
つ
ひ
と

つ
が
ヨ
ロ
コ
ビ
に
打
ち
震
え
ま
し

た
。
心
地
よ
い
熱
め
の
シ
ャ
ワ
ー

を
浴
び
た
気
分
で
す
。
Ｍ
Ｃ
と

ボ
ー
カ
ル
以
外
、
ス
テ
ー
ジ
の
演

奏
は
全
て
ナ
マ
音
。
素
晴
し
い
音

響
効
果
の
ホ
ー
ル
で
す

▼
ス
テ

ー
ジ
の
背
後
に
は
１
９
２
０
～
４

０
年
代
の
映
像
、
外
山
さ
ん
と

瀬
川
先
生
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

解
説
は
わ
か
り
や
す
く
、
演
奏

を
バ
ッ
ク
に
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
が
踊

る
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
と
ス
イ
ン
グ

ダ
ン
ス
は
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
・
ジ
ャ

ズ
は
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
開
花
し

た
」
と
の
解
説
が
実
感
で
き
る
シ

ー
ン
で
し
た

▼
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
で
の
ベ
ニ
ー
・
グ
ッ
ド
マ
ン

演
奏
の
譜
面
で
の
ラ
イ
ブ
演
奏

は
、
グ
ッ
ド
マ
ン
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト

と
相
俟
っ
て
至
福
の
ひ
と
と
き

▼
観
客
の
７
割
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ

ァ
ン
と
の
こ
と
で
、
ジ
ャ
ズ
ア
レ
ン

ジ
で
演
奏
さ
れ
た
「
く
る
み
割

り
人
形
」
は
よ
く
知
っ
て
い
る
け

れ
ど
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
と
い
う
曲
は

初
め
て
聴
き
ま
し
た
、
と
い
う

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
け

れ
ど
、
み
な
さ
ん
手
拍
子
や
声

を
出
し
て
唄
う
な
ど
、
と
て
も

楽
し
そ
う
で
し
た
。
次
回
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
楽
し
み
で
す
。
（山
）

佐藤修さんから今年のお

正月、外山夫妻に届けら

れた“サッチモ年賀状”→

ご寄付と嬉しいお手紙

ありがとうございます

◆荻原和幸様（会員、世田谷区）  クラリネット

＋２万円

◆井上和弘様（大阪市）         ３万円

岡崎市の“ドクター・ジャズ”、内田修さん逝去

前号の会報９１号で愛知・岡崎市の職員、三浦健仁さ

んからの寄稿でご紹介いただ

いたばかりの外科医でジャズ

愛好家“ドクター・ジャズ”とし

て知られる内田修さん

（写真上）が去る１２月１１

日、肺炎のため亡くなっ

た。享年８７歳。

また、ＪａＺＺ ＪＡＰＡＮ ｖｏｌ．７６（平成２８年１１月発行）

の表紙（写真右上）を飾

り，「ジャズを愛しジャ

ズに愛された男」として

岡崎市内の「内田修ジ

ャズコレクション」ともど

も同誌の巻頭をグラビ

アで飾ったばかりでも

あった。

鈴木孝二さんとジャズの足跡

デキシーセ

インツのクラリ

ネット奏者とし

て長年、活躍

されていた鈴

木孝二さん（写

真左上）が、こ

のほど駒草出版から発行された『証言で綴る日本のジャズ

2』（小川隆夫著）の中で、筆者とのインタビューに答えて、

１９ページにも渡って孝二さんが歩んできた道、著名ミュー

ジシャンとの交流、エピソードなどを語っている。とても素

敵な裏話、秘話もいっぱいのお勧め本。（税込み５６１６

円）

      募集中    

♪ジャズを愛する皆様

どうか会員になって下さい！！

また皆様のお知り合いの方々に

ぜひ、ＷＪＦへのご入会をお勧め下さい

＝ＷＪＦ年会費＝

一般会員(General Membership)     \6,000

学生会員(Student Membership)  \3,000

賛助会員(Friends of Louis Armstrong) \12,000

■会費のお振込み先■

郵便振替 00110-4-415986

ワンダフルワールド・Ｊ・Ｆ

銀行振込 三菱東京 UFJ 銀行浦安駅前支店

普通：5175119“ワンダフルワールド”

お問い合わせは：ＷＪＦ事務局

TEL： 047-351-4464

Fax ： 047-355-1004

Email:saints@js9.so-net.ne.jp

日本ルイ・アームストロング協会ＨＰ

検索エンジン:Yahoo,Google で

＜検索＞ルイ・アームストロング

http://members3.jcom.home.ne.jp/wjf


